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買
実
例
価
格
（
時
価
）
に
比
較
し
て
著
し
く
低
廉
で

あ
っ
て
、
同
町
の
財
政
運
営
上
多
大
の
損
失
を
生
じ

さ
せ
、
ひ
い
て
は
同
町
民
の
負
担
を
増
加
さ
せ
る
結

果
に
つ
な
が
る
た
め
、そ
の
是
正
措
置
を
求
め
る
旨
」

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
ま
た
、
漢
数
字
は
算
用
数

字
に
し
た
。
以
下
同
じ
。）

⑵
　
第
二
回
監
査
請
求

監
査
請
求
：
昭
和
54
年
11
月
20
日

監
査
結
果
の
通
知
：
昭
和
55
年
１
月
17
日
（
却
下
か

棄
却
か
は
不
明
）

監
査
請
求
人
：
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ

請
求
内
容

「（
１
）
Ｄ
が
本
件
土
地
を
被
告
会
社
に
対
し
、
随

意
契
約
に
よ
り
、
３
６
０
０
万
円
で
売
却
処
分
し
た

が
、
そ
の
売
却
価
額
に
お
い
て
一
般
的
通
念
上
か
ら

も
極
め
て
低
額
で
あ
り
、
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
本

件
売
却
処
分
時
に
お
け
る
鑑
定
評
価
額
に
よ
れ
ば
坪

当
た
り
21
万
円
、
総
額
１
億
２
８
９
４
万
円
で
こ
れ

と
比
較
し
て
も
右
売
却
価
額
は
著
し
く
不
当
に
低
額

で
あ
り
、
右
売
却
価
額
に
つ
い
て
の
是
正
措
置
を
請

求
す
る
、（
２
）
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
契
約
は
、

法
（
地
方
自
治
法
）
の
規
定
に
則
り
競
争
入
札
の
方

法
に
よ
っ
て
最
も
有
利
な
条
件
で
締
結
す
る
の
が
原

則
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
本
件
土
地
の

処
分
に
当
た
っ
て
随
意
契
約
に
よ
り
低
廉
な
価
額
で

売
却
処
分
す
る
こ
と
は
法
第
２
３
４
条
第
１
項
又
は

第
２
項
、
法
施
行
令
第
１
６
７
条
の
２
の
規
定
に
反

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
右
各
法
規
に
の
っ
と
っ
た
是

正
措
置
を
請
求
す
る
、（
３
）
町
有
財
産
の
処
分
に

当
た
っ
て
は
、
当
該
財
産
の
評
価
を
適
正
に
行
い
、

公
益
上
の
必
要
に
よ
り
時
価
よ
り
減
額
し
て
売
払
う

再
度
の
監
査
請
求
の
許
否

弁
護
士

羽
根
　
一
成

重
要
判
例
に
学
ぶ

地
方
自
治
の
知
識

町
有
財
産
売
却
処
分
違
法
確
認
等
請
求
及
び
共
同
訴
訟
参
加
事
件 

損
害
賠
償
請
求
事
件

最
高
裁
判
所
昭
和
62
年
２
月
20
日
判
決
（
民
集
41
巻
１
号
１
２
２
頁
）

最
高
裁
判
所
平
成
10
年
12
月
18
日
判
決
（
民
集
52
巻
９
号
２
０
３
９
頁
）

第
１　

最
高
裁
昭
和
62
年
２
月
20
日
判

決
１　

事
案
の
概
要
（
第
一
審
判
決
に
よ
る
）

⑴
　
第
一
回
監
査
請
求

監
査
請
求
：
昭
和
54
年
４
月
20
日

監
査
結
果
の
通
知
：
昭
和
54
年
６
月
16
日
（
却
下
か

棄
却
か
は
不
明
）

監
査
請
求
人
：
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
（
住
民
、
原
告
、
控
訴

人
、
上
告
人
）

請
求
内
容

「
Ｄ
〔
町
長
。
被
告
、被
控
訴
人
、被
上
告
人
〕
が
、

本
件
土
地
を
被
告
会
社
に
対
し
、
随
意
契
約
に
よ
り

３
６
０
０
万
円
で
売
却
処
分
す
る
こ
と
と
し
て
、
昭

和
54
年
２
月
13
日
売
買
契
約
を
締
結
し
た
が
、
同
売

却
処
分
は
そ
の
売
却
価
格
に
お
い
て
近
傍
類
似
の
売
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場
合
は
法
第
96
条
第
１
項
第
６
号
及
び
第
２
３
７
条

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
町
議
会
の
議
決
を
経
る
べ
き

と
こ
ろ
、
被
告
Ｄ
に
お
い
て
同
手
続
を
経
ず
し
て
本

件
土
地
の
売
却
処
分
を
行
っ
た
こ
と
は
右
各
規
定
に

反
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
是
正
措
置
を
請
求

す
る
旨
」

２　

争
点

同
一
住
民
に
よ
る
同
一
対
象
に
対
す
る
再
度
の
監

査
請
求
は
許
さ
れ
る
か
。

３　

判
旨

「
地
方
自
治
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
２
４
２

条
１
項
の
規
定
に
よ
る
住
民
監
査
請
求
に
対
し
、
同

条
３
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
委
員
の
監
査
の
結
果
が

請
求
人
に
通
知
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
請
求
人
た

る
住
民
は
、
右
監
査
の
結
果
に
対
し
て
不
服
が
あ
る

と
き
は
、
法
２
４
２
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
同
条
の
２
第
２
項
１
号
の
定
め
る
期
間
内
に
訴
え

を
提
起
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
同
一
住
民
が
先
に
監

査
請
求
の
対
象
と
し
た
財
務
会
計
上
の
行
為
又
は
怠

る
事
実
と
同
一
の
行
為
又
は
怠
る
事
実
を
対
象
と
す

る
監
査
請
求
を
重
ね
て
行
う
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な

い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
所
論
は
、
先

の
監
査
請
求
と
同
一
の
行
為
又
は
怠
る
事
実
を
対
象

と
す
る
監
査
請
求
で
あ
っ
て
も
、
新
た
に
違
法
、
不

当
事
由
を
追
加
し
又
は
新
証
拠
を
資
料
と
し
て
提
出

す
る
場
合
に
は
、
別
個
の
監
査
請
求
と
し
て
適
法
で

あ
る
旨
主
張
す
る
が
、
か
か
る
見
解
は
採
用
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
け
だ
し
、
住
民
監
査
請
求
の
制
度

は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
腐
敗
防
止
を
図

り
、
住
民
全
体
の
利
益
を
確
保
す
る
見
地
か
ら
、
当

該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
そ
の
他
の
財
務
会
計
職

員
の
違
法
若
し
く
は
不
当
な
財
務
会
計
上
の
行
為
又

は
怠
る
事
実
に
つ
い
て
、
そ
の
監
査
と
予
防
、
是
正

等
の
措
置
と
を
監
査
委
員
に
請
求
す
る
権
能
を
住
民

に
与
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
監
査
委
員
は
、
監
査
請

求
の
対
象
と
さ
れ
た
行
為
又
は
怠
る
事
実
に
つ
き
違

法
、
不
当
事
由
が
存
す
る
か
否
か
を
監
査
す
る
に
当

た
り
、
住
民
が
主
張
す
る
事
由
以
外
の
点
に
わ
た
っ

て
監
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の

で
は
な
く
、
住
民
の
主
張
す
る
違
法
、
不
当
事
由
や

提
出
さ
れ
た
証
拠
資
料
が
異
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
監

査
請
求
が
別
個
の
も
の
に
な
る
も
の
で
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
、
住
民
監
査
請
求
の
制
度
は
、
住
民

訴
訟
の
前
置
手
続
と
し
て
、
ま
ず
当
該
普
通
地
方
公

共
団
体
の
監
査
委
員
に
住
民
の
請
求
に
係
る
行
為
又

は
怠
る
事
実
に
つ
い
て
監
査
の
機
会
を
与
え
、
当
該

行
為
又
は
当
該
怠
る
事
実
の
違
法
、
不
当
を
当
該
普

通
地
方
公
共
団
体
の
自
治
的
、
内
部
的
処
理
に
よ
っ

て
予
防
、
是
正
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
法
２
４
２
条
の
２
第

１
項
は
、『
普
通
地
方
公
共
団
体
の
住
民
は
、
前
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
場
合
に
お
い

て
、
…
…
裁
判
所
に
対
し
、
同
条
第
１
項
の
請
求
に

係
る
違
法
な
行
為
又
は
怠
る
事
実
に
つ
き
、
訴
え
を

も
っ
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。』
と
規
定
し
、
住
民
訴
訟
は
監
査
請
求
の
対

象
と
し
た
違
法
な
行
為
又
は
怠
る
事
実
に
つ
い
て
こ

れ
を
提
起
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
当
該
行
為
又
は
当
該
怠
る
事
実
に
つ
い
て
監
査

請
求
を
経
た
以
上
、
訴
訟
に
お
い
て
監
査
請
求
の
理

由
と
し
て
主
張
し
た
事
由
以
外
の
違
法
事
由
を
主
張

す
る
こ
と
は
何
ら
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
解
せ

ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
主
張
す
る
違
法
事
由
が
異

な
る
ご
と
に
監
査
請
求
を
別
個
の
も
の
と
し
て
こ
れ

を
繰
り
返
す
こ
と
を
認
め
る
必
要
も
実
益
も
な
い
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。」

「
普
通
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
違
法
に
財
産
の

管
理
を
怠
る
事
実
が
あ
る
と
し
て
法
２
４
２
条
１
項

の
規
定
に
よ
る
住
民
監
査
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
、

右
監
査
請
求
が
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
そ

の
他
の
財
務
会
計
職
員
の
特
定
の
財
務
会
計
上
の
行

為
を
違
法
で
あ
る
と
し
、
当
該
行
為
が
違
法
、
無
効

で
あ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
発
生
す
る
実
体
法
上
の
請

求
権
の
不
行
使
を
も
っ
て
財
産
の
管
理
を
怠
る
事
実

と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
監
査
請
求

に
つ
い
て
は
、
右
怠
る
事
実
に
係
る
請
求
権
の
発
生

原
因
た
る
当
該
行
為
の
あ
っ
た
日
又
は
終
わ
っ
た
日

を
基
準
と
し
て
同
条
２
項
の
規
定
を
適
用
す
べ
き
も

の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
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第
２　

最
高
裁
平
成
10
年
12
月
18
日
判

決
１　

事
案
の
概
要

「
１　

市
は
、
公
金
を
支
出
し
て
本
件
学
校
を
建

設
し
、
平
成
８
年
４
月
１
日
に
同
校
が
開
校
し
た
。」

「
２　

上
告
人
ら
は
、
同
年
６
月
28
日
、
市
監
査

委
員
に
対
し
、
住
民
監
査
請
求
（
以
下
「
第
一
回
監

査
請
求
」
と
い
う
。）
を
し
た
。
上
告
人
ら
が
提
出

し
た
監
査
請
求
書
に
は
、
表
題
と
し
て
『
加
須
市
立

加
須
東
中
学
校
の
分
離
校
は
建
設
す
る
必
要
が
あ
っ

た
の
か
の
監
査
請
求
書
』、
監
査
を
請
求
す
る
理
由

と
し
て
『
東
中
の
分
離
校
を
31
億
円
の
公
金
を
投
じ

て
建
設
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
故

に
分
離
校
建
設
は
正
当
で
あ
っ
た
の
か
の
監
査
を
請

求
す
る
。』
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。」

「
３　

市
監
査
委
員
は
、
同
年
７
月
13
日
、
上
告

人
ら
に
対
し
、
書
面
を
も
っ
て
第
一
回
監
査
請
求
を

却
下
す
る
旨
の
通
知
を
し
た
。
却
下
の
理
由
は
、
第

一
回
監
査
請
求
が
一
般
的
な
行
政
運
営
を
対
象
と
し

て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
不
適
法
で
あ
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。」

「
４　

上
告
人
ら
は
、
同
年
８
月
12
日
、
市
監
査

委
員
に
対
し
、
再
度
の
住
民
監
査
請
求
（
以
下
「
第

二
回
監
査
請
求
」
と
い
う
。）
を
し
た
。
上
告
人
ら

が
提
出
し
た
監
査
請
求
書
に
は
、
表
題
と
し
て
『
加

須
市
立
加
須
東
中
学
校
の
分
離
校
は
建
設
す
る
合
理

的
理
由
が
あ
っ
た
の
か
の
監
査
請
求
書
』、
監
査
を

請
求
す
る
理
由
と
し
て
『
35
学
級
、
１
４
０
０
人
迄

対
応
出
来
る
規
模
の
用
地
面
積
が
あ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
東
中
の
分
離
校
を
31
億
円
の
公
金
を
投
じ
て
建

設
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
故
に
分
離
校

建
設
は
正
当
で
あ
っ
た
の
か
の
監
査
を
請
求
す
る
。』

と
記
載
さ
れ
て
い
た
。」

「
５　

市
監
査
委
員
は
、
上
告
人
ら
に
対
し
、
同

年
９
月
５
日
付
け
書
面
を
も
っ
て
第
二
回
監
査
請
求

を
却
下
す
る
旨
の
通
知
を
し
た
。
却
下
の
理
由
は
、

第
一
回
監
査
請
求
に
お
け
る
請
求
人
及
び
対
象
と
な

る
監
査
請
求
の
内
容
が
同
一
で
あ
る
た
め
、
一
事
不
再

理
の
原
則
に
従
い
却
下
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。」

２　

原
審
の
判
断

「
１　

上
告
人
ら
の
第
一
回
監
査
請
求
は
、
請
求

の
特
定
を
欠
く
も
の
と
は
い
え
ず
、
適
法
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
市
監
査
委
員
が
第
一
回
監
査
請
求
を

却
下
し
た
こ
と
は
不
適
法
で
あ
る
。」

「
２　

上
告
人
ら
の
第
二
回
監
査
請
求
は
、
第
一

回
監
査
請
求
と
同
一
の
財
務
会
計
上
の
行
為
を
対
象

と
す
る
も
の
で
あ
る
。」

「
３　

同
一
住
民
が
同
一
の
財
務
会
計
上
の
行
為

又
は
怠
る
事
実
を
対
象
と
し
て
再
度
の
住
民
監
査
請

求
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か
ら
、
上
告
人
ら
の

第
二
回
監
査
請
求
は
不
適
法
で
あ
る
。
ま
た
、
同
一

の
財
務
会
計
上
の
行
為
に
つ
い
て
２
回
に
わ
た
り
監

査
請
求
が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
右
行
為
に
つ
い
て
の

住
民
訴
訟
の
出
訴
期
間
は
、
前
の
監
査
請
求
を
基
準

と
し
て
計
算
す
べ
き
で
あ
る
。」

「
４　

第
一
回
監
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
監
査
委

員
に
よ
る
監
査
又
は
勧
告
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

に
な
る
か
ら
、
上
告
人
ら
は
、
法
２
４
２
条
の
２
第

２
項
３
号
に
よ
り
、
第
一
回
監
査
請
求
を
し
た
日
か

ら
60
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
30
日
以
内
に
住
民
訴
訟

を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
本
件

訴
え
は
、
右
期
間
を
経
過
し
た
後
に
提
起
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
不
適
法
で
あ
る
。」

３　

争
点

適
法
な
住
民
監
査
請
求
を
不
適
法
と
し
て
却
下
し

た
場
合
、
同
一
住
民
に
よ
る
同
一
対
象
に
対
す
る
再

度
の
監
査
請
求
は
許
さ
れ
る
か
。

４　

判
旨

「
１　

監
査
委
員
が
適
法
な
住
民
監
査
請
求
を
不

適
法
で
あ
る
と
し
て
却
下
し
た
場
合
、
当
該
請
求
を

し
た
住
民
は
、
適
法
な
住
民
監
査
請
求
を
経
た
も
の

と
し
て
直
ち
に
住
民
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
み
な
ら
ず
、
当
該
請
求
の
対
象
と
さ
れ
た
財
務

会
計
上
の
行
為
又
は
怠
る
事
実
と
同
一
の
財
務
会
計

上
の
行
為
又
は
怠
る
事
実
を
対
象
と
し
て
再
度
の
住

民
監
査
請
求
を
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
も
の
と
解
す

べ
き
で
あ
る
。
住
民
監
査
請
求
の
制
度
は
、
住
民
訴
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訟
の
前
置
手
続
と
し
て
、
ま
ず
監
査
委
員
に
住
民
の

請
求
に
係
る
財
務
会
計
上
の
行
為
又
は
怠
る
事
実
に

つ
い
て
監
査
の
機
会
を
与
え
、
当
該
行
為
又
は
怠
る

事
実
の
違
法
、
不
当
を
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の

自
治
的
、
内
部
的
処
理
に
よ
っ
て
予
防
、
是
正
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
監
査
委
員
が
適
法
な
住
民
監
査
請
求
に
よ

り
監
査
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ

れ
を
却
下
し
監
査
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
、
当
該
行

為
又
は
怠
る
事
実
の
違
法
、
不
当
を
当
該
普
通
地
方

公
共
団
体
の
自
治
的
、内
部
的
処
理
に
よ
っ
て
予
防
、

是
正
す
る
機
会
を
失
し
た
場
合
に
は
、
当
該
請
求
を

し
た
住
民
に
再
度
の
住
民
監
査
請
求
を
認
め
る
こ
と

に
よ
り
、
監
査
委
員
に
重
ね
て
監
査
の
機
会
を
与
え

る
の
が
、
右
に
述
べ
た
住
民
監
査
請
求
の
制
度
の
目

的
に
適
合
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
監
査
委
員

が
住
民
監
査
請
求
を
不
適
法
で
あ
る
と
し
て
却
下
し

た
場
合
、
当
該
請
求
を
し
た
住
民
が
、
却
下
の
理
由

に
応
じ
て
必
要
な
補
正
を
加
え
る
な
ど
し
て
、
当
該

請
求
に
係
る
財
務
会
計
上
の
行
為
又
は
怠
る
事
実
と

同
一
の
行
為
又
は
怠
る
事
実
を
対
象
と
す
る
再
度
の

住
民
監
査
請
求
に
及
ぶ
こ
と
は
、
請
求
を
却
下
さ
れ

た
者
と
し
て
当
然
の
所
為
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
初
の
住
民
監
査
請
求
が

適
法
な
も
の
で
あ
る
た
め
直
ち
に
住
民
訴
訟
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
当
該
請
求
を
し
た

住
民
が
住
民
訴
訟
を
提
起
せ
ず
に
再
度
の
住
民
監
査

が
な
い
と
認
め
て
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
請
求
人
に

通
知
し
た
場
合
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
う
す

る
と
、
当
該
請
求
を
し
た
住
民
は
、
却
下
の
通
知
を

受
け
た
時
点
に
お
い
て
、
当
該
請
求
に
係
る
行
為
又

は
怠
る
事
実
に
つ
い
て
住
民
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と

が
法
的
に
可
能
な
状
態
に
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
同

項
１
号
に
い
う
監
査
委
員
の
監
査
の
結
果
に
不
服
が

あ
る
場
合
に
準
じ
て
、
却
下
の
通
知
を
受
け
た
日
か

ら
30
日
以
内
に
住
民
訴
訟
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
解
す
る
の
が
、
住
民
訴
訟
の
出
訴
期
間
を
規

定
し
た
同
項
の
趣
旨
に
沿
う
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。」

第
３　

実
務
上
の
検
討

１　

監
査
委
員
の
対
応

前
記
最
高
裁
昭
和
62
年
判
決
及
び
最
高
裁
平
成
10

年
判
決
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
同
一
住
民
に
よ
る
同
一
対
象
に
対
す

る
再
度
の
監
査
請
求
は
、
原
則
と
し
て
許
さ
れ
な
い

か
ら
、
第
二
監
査
請
求
は
不
適
法
な
も
の
と
し
て
却

下
す
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
監
査
委
員
が
適
法
な
住
民
監
査
請
求
を

不
適
法
で
あ
る
と
し
て
却
下
し
た
場
合
は
、
住
民
は

直
ち
に
住
民
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
同
一
住
民
に
よ
る
同
一
対
象
に
対
す
る
再
度
の

監
査
請
求
も
許
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
監
査
委
員
が
第

一
監
査
請
求
は
適
法
な
も
の
で
あ
っ
た
と
判
断
す
る

請
求
に
及
ん
だ
場
合
に
、
右
請
求
が
当
初
の
請
求
と

そ
の
対
象
を
同
じ
く
す
る
こ
と
を
理
由
に
不
適
法
で

あ
る
と
す
る
の
は
、
出
訴
期
間
等
の
点
で
当
該
住
民

か
ら
住
民
訴
訟
を
提
起
す
る
機
会
を
不
当
に
奪
う
こ

と
に
も
な
っ
て
、
著
し
く
妥
当
性
を
欠
く
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。」

「
２　

監
査
員
が
適
法
な
住
民
監
査
請
求
を
不
適

法
で
あ
る
と
し
て
却
下
し
た
場
合
、
当
該
請
求
を
し

た
住
民
が
提
起
す
る
住
民
訴
訟
の
出
訴
期
間
は
、
法

２
４
２
条
の
２
第
２
項
１
号
に
準
じ
、
却
下
の
通
知

が
あ
っ
た
日
か
ら
30
日
以
内
と
解
す
る
の
が
相
当
で

あ
る
。
同
項
１
号
な
い
し
４
号
の
規
定
は
、
住
民
監

査
請
求
の
対
象
と
な
る
財
務
会
計
上
の
行
為
又
は
怠

る
事
実
に
つ
い
て
、
い
つ
ま
で
も
争
い
得
る
状
態
に

し
て
お
く
こ
と
は
、
法
的
安
定
性
の
見
地
か
ら
み
て

好
ま
し
く
な
い
た
め
、
こ
れ
を
早
期
に
確
定
さ
せ
よ

う
と
の
趣
旨
か
ら
、
住
民
監
査
請
求
を
し
た
住
民
に

お
い
て
、
当
該
請
求
に
係
る
行
為
又
は
怠
る
事
実
に

つ
い
て
住
民
訴
訟
を
提
起
す
る
か
否
か
の
判
断
を
、

そ
の
提
起
が
法
的
に
可
能
と
な
っ
た
時
点
か
ら
30
日

以
内
の
期
間
に
さ
せ
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
監
査
委
員
が
適
法
な
住
民
監
査
請
求
を
不
適
法

で
あ
る
と
認
め
て
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
請
求
人
に

通
知
し
た
場
合
に
は
、
当
該
請
求
に
対
す
る
監
査
委

員
の
監
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
当
該
請
求

に
対
す
る
監
査
委
員
の
判
断
結
果
が
確
定
的
に
示
さ

れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
監
査
委
員
が
請
求
に
理
由
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場
合
は
、
第
二
監
査
請
求
に
つ
い
て
監
査
（
本
案
審

理
）
を
実
施
し
て
、
監
査
請
求
に
理
由
が
あ
れ
ば
勧

告
し
、
理
由
が
な
け
れ
ば
棄
却
す
る
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
監
査
委
員
が
第
一
監
査
請
求
は
な
お
不

適
法
な
も
の
で
あ
る
と
判
断
す
る
場
合
は
、
原
則
に

帰
っ
て
、
第
二
監
査
請
求
は
不
適
法
な
も
の
と
し
て

却
下
す
る
こ
と
に
な
る
。

２　

住
民
訴
訟
の
出
訴
期
間

再
度
の
監
査
請
求
の
許
否
は
、
住
民
訴
訟
の
出
訴

期
間
に
影
響
し
、前
記
最
高
裁
平
成
10
年
判
決
で
も
、

こ
の
点
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
住
民
訴
訟
は
、「
監
査
委
員
の
監
査

の
結
果
又
は
勧
告
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
監

査
の
結
果
又
は
当
該
勧
告
の
内
容
の
通
知
が
あ
っ
た

日
か
ら
30
日
以
内
」（
地
方
自
治
法
第
２
４
２
条
の

２
第
２
項
第
１
号
）
に
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
こ
ろ
、
同
一
住
民
に
よ
る
同
一
対
象
に
対
す
る
再

度
の
監
査
請
求
は
、原
則
と
し
て
許
さ
れ
な
い
か
ら
、

第
一
監
査
請
求
の
結
果
の
通
知
が
あ
っ
た
日
か
ら
30

日
以
内
に
住
民
訴
訟
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

監
査
委
員
が
適
法
な
住
民
監
査
請
求
を
不
適
法
で

あ
る
と
し
て
却
下
し
た
場
合
、
直
ち
に
住
民
訴
訟
を

提
起
す
る
と
き
は
、
第
一
監
査
請
求
の
結
果
の
通
知

が
あ
っ
た
日
か
ら
30
日
以
内
に
住
民
訴
訟
を
提
起
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
同
一
住
民
に
よ
る
同
一
対

象
に
対
す
る
再
度
の
監
査
請
求
も
許
さ
れ
る
か
ら
、

第
二
監
査
請
求
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
の
通
知

が
あ
っ
た
日
か
ら
30
日
以
内
に
住
民
訴
訟
を
提
起
す

れ
ば
足
り
る
。

３　

監
査
請
求
に
対
す
る
却
下
と
棄
却

⑴　

監
査
請
求
の
要
件
を
具
備
し
な
い
場
合
、
当
該

監
査
請
求
は
不
適
法
で
あ
る
か
ら
却
下
と
な
る
。
監

査
請
求
の
要
件
を
具
備
し
て
い
る
場
合
で
、
請
求
に

理
由
が
な
い
と
き
（
財
務
会
計
行
為
・
怠
る
事
実
が

違
法
・
不
当
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
き
等
）
は
棄
却

と
な
る
。
同
一
住
民
に
よ
る
同
一
対
象
に
対
す
る
再

度
の
監
査
請
求
は
、原
則
と
し
て
許
さ
れ
な
い
か
ら
、

第
二
監
査
請
求
は
不
適
法
で
あ
る
と
し
て
却
下
す
る

こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
、訴
訟
に
お
け
る
、裁
判
長
の
訴
状
却
下（
民

事
訴
訟
法
第
１
３
７
条
第
２
項
）
及
び
訴
え
却
下
判

決
と
請
求
棄
却
判
決
と
の
関
係
や
、
申
請
に
対
す
る

処
分
に
お
け
る
、
申
請
要
件
（
例
え
ば
都
市
計
画
法

第
30
条
、
第
32
条
）
を
具
備
し
な
い
こ
と
に
よ
る
不

許
可
（
行
政
手
続
法
第
７
条
）
と
許
可
要
件
（
都
市

計
画
法
第
33
条
）
に
該
当
し
な
い
こ
と
に
よ
る
不
許

可
と
の
関
係
と
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

と
こ
ろ
で
、
監
査
請
求
の
要
件
審
査
（
本
案
前

の
審
査
）
で
は
、次
の
よ
う
な
点
が
審
査
さ
れ
る
（
千

葉
県
柏
市
の
住
民
監
査
請
求
監
査
事
務
要
領
を
参
照

し
た
）。

ア　

形
式
及
び
手
続

①
請
求
書
の
書
式　
〔
行
為
者
の
職
氏
名
、
請

求
の
要
旨
、請
求
者
の
住
所
、氏
名
（
自
署
）、

印
、
請
求
年
月
日
及
び
監
査
委
員
名
〕（
地

方
自
治
法
施
行
令
第
１
７
２
条
）

②
事
実
証
明
書　
〔
違
法
又
は
不
当
と
す
る
事

実
を
証
す
る
書
面
（
様
式
の
定
め
は
な
く
、

新
聞
記
事
の
切
り
抜
き
、
写
真
等
で
も
認
め

【表】再度の監査請求の許否と住民訴訟の出訴期間

再度の監査請求の許否 住民訴訟の出訴期間

同一住民
同一対象

原則 ×再度の監査請求

○住民訴訟 第一監査請求の結果の通知
があった日から30日以内

監査委員が適法な
住民監査請求を不
適法であるとして
却下した場合

○住民訴訟 第一監査請求の結果の通知
があった日から30日以内

○再度の監査請求 第二監査請求の結果の通知
があった日から30日以内
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ら
れ
る
）〕（
地
方
自
治
法
第
２
４
２
条
第
１

項
）

③
請
求
人
の
資
格　
〔
当
市
の
住
民
で
、
法
律

上
の
行
為
能
力
の
認
め
ら
れ
て
い
る
限
り
法

人
た
る
と
個
人
た
る
と
を
問
わ
な
い
〕（
地

方
自
治
法
第
２
４
２
条
第
１
項
）

④
行
為
者
（
職
員
）
の
指
定　
〔
地
方
公
共
団
体

の
長
、
委
員
会
、
委
員
、
職
員
（
職
氏
名
を

具
体
的
に
記
載
）〕（
地
方
自
治
法
第
２
４
２

条
第
１
項
）

⑤
請
求
の
期
限　
〔
当
該
行
為
の
あ
っ
た
日
又

は
終
わ
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
〕（
地
方
自

治
法
第
２
４
２
条
第
２
項
）

イ　

行
為
及
び
結
果

①
請
求
の
対
象
と
な
っ
た
行
為　

違
法
又
は
不

当
な
財
務
会
計
上
の
行
為　
〔
⒜
公
金
の
支

出
、
⒝
財
産
の
取
得
・
管
理
・
処
分
、
⒞
契

約
の
締
結
・
履
行
、
⒟
債
務
そ
の
他
の
義
務

の
負
担
、
⒠
⒜
～
⒟
の
行
為
が
相
当
の
確
実

さ
で
予
測
さ
れ
る
場
合
、
⒡
公
金
の
賦
課
・

徴
収
を
怠
る
事
実
、
⒢
財
産
の
管
理
を
怠
る

事
実
〕（
地
方
自
治
法
第
２
４
２
条
第
１
項
）

②
違
法
・
不
当
性　
〔
違
法
・
不
当
と
す
る
事

実
の
主
張
又
は
理
由
の
提
示
〕（
地
方
自
治

法
第
２
４
２
条
第
１
項
）

③
特
定
性
・
具
体
性　
〔
請
求
事
項
を
特
定
で

き
る
程
度
の
具
体
性
〕（
最
高
裁
平
成
18
年

４
月
25
日
判
決
・
民
集
60
巻
４
号
１
８
４
１

頁
）

④
損
害
発
生
の
可
能
性　
〔
行
為
の
結
果
と
し

て
の
財
産
的
損
害
の
発
生
又
は
そ
の
恐
れ
〕

（
地
方
自
治
法
第
２
４
２
条
第
１
項
）

⑤
必
要
な
措
置
の
内
容　
〔
当
該
行
為
の
防
止
、

是
正
、
損
害
補
塡
の
い
ず
れ
の
措
置
を
求
め

て
い
る
か
を
明
記
〕（
地
方
自
治
法
第
２
４
２

条
第
１
項
）

⑶　

こ
の
う
ち
、
違
法
・
不
当
性
（
⑵
イ
②
）
に
つ

い
て
は
、
そ
の
記
載
が
あ
る
限
り
、
内
容
が
不
十
分

と
思
わ
れ
て
も
不
適
法
と
し
て
却
下
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
監
査
請
求
に
理
由
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、

監
査
（
本
案
審
査
）
を
実
施
し
て
審
査
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
っ
て
、
監
査
請
求
が
不
適
法
で
あ
る
か
ど

う
か
の
要
件
審
査
（
本
案
前
の
審
査
）
に
お
い
て
、

本
案
審
査
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
前
記
最
高
裁
昭
和
62
年

判
決
の
第
一
審
判
決
は
、「
監
査
請
求
に
当
た
っ
て

そ
の
対
象
と
す
る
行
為
の
違
法
事
由
を
逐
一
、
具
体

的
に
請
求
書
に
記
載
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
に
し
て

も
、
そ
れ
は
法
の
要
求
す
る
監
査
請
求
の
要
件
で
は

な
い
」
と
し
、
東
京
地
裁
平
成
28
年
７
月
29
日
判
決

（
平
成
27
年
（
行
ウ
）
３
７
７
号
）
は
、「
住
民
監
査

請
求
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
財
務
会
計
上
の
行
為

又
は
怠
る
事
実
の
違
法
性
又
は
不
当
性
に
関
す
る
主

張
は
、当
該
財
務
会
計
上
の
行
為
又
は
怠
る
事
実
が
、

具
体
的
な
理
由
に
よ
っ
て
、
法
令
に
違
反
し
、
又
は

行
政
目
的
上
不
適
当
で
あ
る
旨
を
指
摘
す
れ
ば
足
り

る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
地
裁
平
成
29
年
２

月
24
日
判
決
（
平
成
26
年
（
行
ウ
）
２
７
６
号
）
は
、

被
告
が
「
原
告
ら
が
本
件
各
事
業
に
協
力
し
な
い
か

ら
事
業
に
完
成
見
込
み
が
な
い
と
し
て
、『
自
分
た

ち
が
反
対
す
る
か
ら
違
法
、
不
当
で
あ
る
』
と
い
っ

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。」
と
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、

「
本
件
各
事
業
に
必
要
な
土
地
を
所
有
し
て
い
る
原

告
X2
が
当
該
土
地
を
Ａ
市
に
譲
渡
す
る
意
思
が
全
く

な
く
、本
件
各
事
業
は
完
成
の
見
込
み
が
な
い
こ
と
」

「
本
件
各
事
業
と
一
体
の
事
業
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
事
業
が

公
益
性
・
公
共
性
が
な
く
、
本
件
各
事
業
に
も
公
益

性
が
な
い
こ
と
」を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、

「
違
法
・
不
当
の
主
張
が
な
い
と
ま
で
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
し
、
東
京
地
裁
平
成
29
年
３
月
９

日
判
決
（
平
成
26
年
（
行
ウ
）
78
号
）
は
、
監
査
委

員
が
「
本
件
契
約
が
違
法
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
み

で
、
本
件
契
約
に
基
づ
く
支
出
の
違
法
性
・
不
当
性

を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら

不
適
法
で
あ
る
と
し
て
、
却
下
す
る
決
定
を
し
た
」

事
案
に
お
い
て
、「
原
告
は
、
平
成
27
年
監
査
請
求

に
お
い
て
、
本
件
契
約
は
、
そ
の
裁
量
判
断
の
過
程

に
誤
り
が
あ
り
、
違
法
な
使
用
許
可
を
前
提
と
す
る

違
法
な
契
約
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
本
件
契
約
に
基

づ
く
本
件
支
出
命
令
及
び
本
件
支
出
は
違
法
で
あ
る
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旨
を
主
張
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、原
告
は
、

本
件
支
出
命
令
の
違
法
を
主
張
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。」
と
し
て
い
る
。

事
実
証
明
書
（
⑵
ア
②
）
に
つ
い
て
は
、「
事
実

を
証
す
る
よ
う
な
形
式
を
整
え
て
お
れ
ば
一
応
受
け

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
か

ど
う
か
は
、
監
査
委
員
の
監
査
に
よ
っ
て
は
じ
め
て

明
ら
か
に
な
る
も
の
で
あ
る
。」（
昭
23
・
10
・
30
行
実
）

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
前
記
東
京

地
裁
平
成
29
年
２
月
24
日
判
決
は
、
被
告
が
「
事
実

証
明
書
と
し
て
、
登
記
事
項
証
明
書
、
予
算
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
け
で
あ
り
、
地
方
自
治
法
第
２
４
２

条
第
１
項
に
規
定
す
る
違
法
、
不
当
な
行
為
で
あ
る

こ
と
を
証
す
る
書
面
を
全
く
提
出
し
て
い
な
い
。」

と
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、「
平
成
24
年
度
歳
出
見

積
書
（
内
訳
）」「
平
成
24
年
度
予
算
（
当
初
）」「
登

記
簿
」
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、「
事
実

証
明
書
を
欠
い
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
」
と
し

て
い
る
。

損
害
発
生
の
可
能
性
（
⑵
イ
④
）
に
つ
い
て
は
、

必
要
な
の
は
可
能
性
の
記
載
で
あ
り
、
そ
れ
が
あ
る

限
り
、
客
観
的
に
み
て
財
産
上
の
損
失
を
伴
う
余
地

の
な
い
行
為
で
あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
不
適
法
と
し

て
却
下
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
、
東
京
地
裁
平
成
28
年
３
月
１
日
判
決
（
平
成
27

年
（
行
ウ
）
81
号
）
は
、「
原
告
主
張
伐
採
行
為
は
、

客
観
的
に
見
て
東
京
都
に
財
産
上
の
損
失
を
伴
う
余

地
の
な
い
行
為
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
す

る
と
、
本
件
監
査
請
求
は
、「
東
京
都
に
損
害
が
生

じ
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
の
理
由
に
よ
り

不
適
法
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
」
な
い
と
し
て

い
る
。
な
お
、
大
阪
高
裁
平
成
25
年
７
月
26
日
判
決

（
平
成
25
年
（
行
コ
）
43
号
）
は
、
市
に
損
害
が
発

生
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
（
適
法

な
監
査
請
求
を
経
て
い
な
い
と
し
て
訴
え
を
却
下
す

る
の
で
は
な
く
）
請
求
を
棄
却
し
て
い
る
。

監
査
請
求
を
不
適
法
で
あ
る
と
し
て
却
下
し
た
場

合
、
監
査
請
求
に
理
由
が
あ
る
か
ど
う
か
（
財
務
会

計
行
為
・
怠
る
事
実
が
違
法
・
不
当
か
ど
う
か
）
に

つ
い
て
、
監
査
段
階
で
整
理
し
な
い
ま
ま
住
民
訴
訟

に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。監
査
請
求
が
、

「
地
方
公
共
団
体
の
職
員
に
よ
る
違
法
又
は
不
当
な

行
為
等
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
の
住
民
と
し
て
損
失

を
被
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
住
民
全
体
の
利

益
を
確
保
す
る
見
地
か
ら
、
職
員
の
違
法
又
は
不
当

な
行
為
等
の
予
防
、
是
正
を
図
る
こ
と
を
本
来
の
目

的
と
す
る
も
の
」（
松
本
英
昭
「
新
版 

逐
条
地
方
自

治
法 

第
８
次
改
訂
版
」
１
０
１
２
頁
）
で
あ
る
と

い
う
観
点
か
ら
も
、
安
易
に
却
下
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。


